


























































伝導ループカレントが生じた新しいタイプの秩序相 -カイラルグラス相 - が現れ得ることを
指摘した【9]｡この秩序状態のオーダーパラメータは超伝導ループカレントであるが､実はこの量
がⅩYスピン系のカイラリティ(ベクトルカイラリティ)にちょうど対応しており､半整数ボル
テックスの自由度を持っている｡
筆者は M.S.Li氏と共同で行ったモデル系に関する一連の数値シミュレーションを通じて､実
際適当な条件下でカイラルグラス状態が実現し得ること､また秩序相や相転移の静的および動的
諸特性をスケーリング理論も併用しつつ数値的cdol理論的に明らかにした【10,ll,12,13】｡講演
ではこれらの諸結果を簡単に紹介した｡また近年の京都工芸繊維大の松浦グループを中心とした
高温超伝導セラミックスに関する実験的研究により､このようなカイラルグラス相の存在は実験
的にも次第に支持されつつある｡ より詳しいシミュレーション結果や実験との関連については､
引用文献を参照されたい｡
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